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リスク評価・防災研究グループ 
 
 

（2025年 6月 13日受理） 
 
 原子力施設で緊急事態が発生した場合には、施設周辺の公衆への放射線被ばくを低減するため、避

難や屋内退避などの防護措置が実施される。これらの防護措置の必要性を判断する際には、刻々と変

化する施設内外の状況及びそれに伴って得られる各種の情報を適切に反映し、放射性核種の大気への

放出源情報（ソースターム）の推定から周辺環境への放射線影響までを迅速かつ一貫して評価する必

要がある。日本原子力研究開発機構では、原子力緊急事態に実際に対応する段階において、防護措置に

関する判断を行う意思決定者を支援するため、迅速かつ一貫した評価を可能とするための専門家支援

ツールEXTREMEを開発した。同ツールは、事故進展並びに環境中移行及び被ばく線量評価のための
簡易モデルを実装し、また、ユーザーが容易に操作できるように PC ベースのグラフィカル・ユーザ
ー・インターフェイス（GUI）で利用することができる。本報告書では、開発・整備した支援ツールの
使用方法について、GUIの構成と計算の流れを中心にして記述する。本支援ツールを利用することに
より、原子力緊急事態において防護措置の判断や決定を行う意思決定者をより効果的に支援できるこ

とが期待される。 
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(Received June 13, 2025) 
 

When a nuclear emergency occurs at a nuclear power plant (NPP), protective actions such as 
evacuation and sheltering are implemented to reduce radiation exposures to the public around the 
vicinity areas of the NPP. The necessity of the protective actions should be judged, taking into 
account the various types of information from the on-site and the off-site with reflecting the 
drastically change of accident situation. Japan Atomic Energy Agency has developed EXTREME 
(EXpert support Tool for Responding to a nuclear EMErgency) to enable quick and consistent 
assessments for supporting decision-makers during the response phase after a nuclear emergency 
occurred. The tool implements simplified models for assessing accident progression, environmental 
transport, and radiation doses to the public. This tool is also available as a PC-based graphical user 
interface (GUI) for easy operation by users. This report describes the usage of the developed support 
tool, focusing on the GUI configuration and the flow of calculations. It is expected that this support 
tool will effectively assist decision-makers in making judgments and decisions regarding protective 
actions during the response phase in a nuclear emergency. 
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11..  ははじじめめにに  
 
 日本原子力研究開発機構（以下、原子力機構という）では、原子力施設の緊急事態において緊急時対

応センター（ERC）やオフサイトセンター（OFC）などにおいて防護措置実施の意思決定に係る助言
を行う専門家や、それを技術的に支援する原子力機構原子力緊急時支援・研修センターの指名専門家

等に対し、緊急事態の収集情報に基づく技術的判断を形成するために利用可能なハンドブックや技術

マニュアルの整備を行っている。 
 上記の整備の一環として、原子力機構では、現場の事故条件及び気象条件を入力して、放出源

情報（ソースターム）から大気拡散及び被ばく線量を評価する一連の計算コードの開発を行った。

また、過去には地表面沈着核種からの長期被ばく線量を評価するコード開発を行っており、今回

農畜産物中の放射性核種濃度を解析するコード部分を組み込み、緊急事態の食物摂取制限を評価

できるようにした。 
 これら一連の計算を PC 上におけるグラフィカル・ユーザー・インターフェイス（GUI）で操
作できるように整備し、「原子力緊急事態への対応における専門家支援ツールEXTREME（EXpert 
support Tool for Responding to a nuclear EMErgency）」として開発した。本報告書は、本支援
ツールの使用方法について、GUIの構成と計算の流れを中心に使用者マニュアルとして作成した
ものである。EXTREMEの計算モデル、入出力データファイル及び試計算結果については、別途
報告書 1)が公表されるので、その報告書を参照していただきたい。また、EXTREMEの構成コー
ドである簡易ソースターム評価コードの詳細についても、別途公表される報告書 2)を参照してい

ただきたい。 
 本使用者マニュアルの構成は以下の通りである。第 2章では「EXTREMEのセットアップ」と
して、EXTREME の動作環境、インストール及びアンインストール方法について説明する。
EXTREMEのインストール前に必要な PC環境を確認することが必要不可欠である。第 3章では
「EXTREME の概要」として、EXTREME のモジュール構成や評価項目、計算に使用するデー
タについて説明する。第 4 章では「EXTREME の起動と解析の流れ」として、EXTREME の起
動方法とその解析の流れについて説明する。第 5 章では「ソースターム評価」として、ソースタ
ーム評価コードの入力の設定方法、計算実行方法について説明する。また、ソースターム評価の

結果を閲覧・図示する方法について記述する。第 6 章では「環境影響評価」として、環境影響評
価を行うための入力データの設定方法及び計算実行方法について説明する。また、結果を閲覧・

図示する方法について記述する。 
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22..  EEXXTTRREEMMEEののセセッットトアアッッププ  
 
 本章では、EXTREMEを快適に使用する上で必要な動作環境と、インストール及びアンインストー
ル方法について解説する。 
 
2.1 動作環境 
 EXTREMEを快適に利用するために必要な環境を以下に記す。 

◼ CPU Intel(R) Core(TM)2 Duo 
◼ メモリ 1.49 GB RAM程度 
◼ ハードディスク 1 GB以上の空き 
◼ ディスプレイ 解像度 1400 × 1050ピクセル程度 
◼ OS Microsoft Windows 10/11 
◼ その他 Microsoft .NET Framework 3.5以上 
  （地図表示を行う場合はMapInfo® Professionalが必要） 

 
2.2 GISソフトウェアMapInfo® Professionalのインストール 
 本ツールでは、計算結果を地図上に描画する機能（以下、地図描画機能という）があるが、MapInfo®
上で計算結果の分布図を描画するためには、表 2-1 に示すようなソフトウェア及び地図データのライ
センスが必要になる。なお、MapInfo®がインストールされていない場合には、簡易表示機能を利用で
きる。しかし、この場合には放射性核種濃度や被ばく線量という計算結果は表示されるが、背景の地図

は描画されない（描画イメージは図 6-45を参照のこと）。 
 
 

表 2-1 EXTREMEにおける地図描画機能 
 

ソフトウェアまたはデータ バージョン 内容 

MapInfo® Professional 6.5以上 
地図描画を行うための GIS ソ
フトウェア 

市区町村行政界地図 V2001以上 
MapInfo®用に調整された地図
データ 

地域メッシュ統計 国勢調査集計 平成 2年 
一般財団法人日本統計協会が

有償頒布する国勢調査データ 
 
 表 2-1に示すソフトウェア及び地図データの概要は以下の通りである。 

(1) MapInfo® Professional 
PC上で地図を描画するために利用する GIS（Geographic Information System）ソフトウ
ェアである。本ツールの地図への結果表示で利用する。 

(2) 市区町村行政界地図 
三井造船 E&Sシステム技研株式会社が有償頒布する MapInfo®シリーズ用の地図データで
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ある。このデータは、2つの機能で利用する。 
 1) 地図描画をする際の背景 
 2) 人口統計処理をする際の都道府県番号検索 

(3) 地域メッシュ統計 国勢調査集計 
地域メッシュ統計 国勢調査集計データは、一般財団法人日本統計協会が有償頒布するデー
タである。原子力機構で開発した長期被ばく線量及び環境影響評価コード COLINA（概要
については第 6.4.5項を参照）の一環として作成した「国土交通省数値情報変換プログラム」
を利用して変換する。 
ただし、上記プログラムは平成 2 年のデータに対応したプログラムであるため、最新のデ
ータには対応していない。 

 次に、地図描画機能に関するインストール手順を記す。地図描画に使用する関連データ一式

（MapData.zip）については、不正利用を防止するため、パスワード付きのアーカイブファイルと
して収納されている。このため、「市区町村行政界地図 V2001」及び「地域メッシュ統計 国勢調
査集計（平成 2 年）の茨城県データ」を所有していることの証明を配布元に連絡すれば、折り返
しパスワードが返送される。 

(1) MapInfo® Professionalをインストールする。 
(2) MapInfo®のライセンス登録を行い、ライセンスキーを入手する。その手順は MapInfo®に
添付されたマニュアルを参照する。なお、ライセンスキーの入手には、1営業日程度の時間
がかかる。 

(3) インストールディスクにある「MapData.zip」を展開し、以下の通りデータをコピーする。 
・MapDataフォルダ：EXTREMEルート¥gis¥にコピー 
・地図データ：任意の場所にコピー 

(4) 必要に応じて、地域メッシュ統計データを人口テーブルに変換し、MapDataフォルダに保
存する。この時、テーブル名は「人口??.*（??=都道府県番号）」とする（例：人口 08.TAB）。 
変換の手順は「国土交通省数値情報変換プログラム」のマニュアルを参照する。 

 
2.3 EXTREMEのインストール及びアンインストール操作 
(1) インストール操作 

1) EXTREMEのインストールプログラムが収録されているセットアップディスクを、ディス
クドライブに挿入する。 

2) 「マイコンピュータ」よりディスクドライブを開く。 
3) ファイル一覧の中から「Setup.exe」を実行し、画面の指示に従ってインストールを進める。 

 
(2) アンインストール操作 

1) 「スタート」→「設定」→「アプリ」を開き、「アプリと機能」を選択する。 
2) 「EXTREME」を選択して「アンインストール」ボタンを押し、画面の指示に従ってアンイ
ンストールを進める。 
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33..  EEXXTTRREEMMEEのの概概要要  
 
 本章では、EXTREME の概要について説明する。また、以下の各節では、EXTREME の構成
と評価項目について示す。 
 
3.1 構成と評価項目 
 EXTREMEは、以下に示す主たる 4つの計算コードから構成されている。 

1) SSTCAL：   プラントの各ボリューム内の存在量及び放出量積算値の評価 
2) MASCON_FEN：評価対象領域内の 2次元風向・風速場の作成 
3) Puff：      大気拡散及び被ばく線量の評価 
4) CMPMDL：   農畜産物中濃度の解析 

 主たる 4 つの構成コードの他に、2 次元風向・風速場を作成する前に、評価対象領域における
標高データを設定するプリプロセッサ preArea コードがある。EXTREME の構成と計算の流れ
を図 3-1 に示す。EXTREME は、「ソースターム評価」を行うサブツールと「環境影響評価」を
行うサブツールに大別される。EXTREMEの各構成コードについて、計算モデル、入出力データ
ファイル及び試計算結果の詳細に関しては、別途報告書が公表されるので、その報告書 1)を参照

していただきたい。 
 

 
 

図 3-1 EXTREMEの構成と計算の流れ 
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 EXTREMEを構成する各計算コードの機能を以下に説明する。 
(1) 簡易ソースターム評価コード SSTCAL 

  原子炉の炉型（BWR など）、事故タイプ（格納容器破損の種類）、スプレイなど工学的安全設
備の作動状況などの事故情報を入力とし、プラントの各ボリューム内の放射性核種存在量及び放出

される核種の積算値を、初期炉内内蔵量に対する割合として算出する 2)。なお、計算時間を短縮さ

せるため、核種毎ではなく核種を 10 のグループ（希ガス、有機ヨウ素、元素状ヨウ素、粒子状ヨ
ウ素、アルカリ金属、テルル類、Ba/Sr、貴金属、セリウム類及びランタノイド）で代表させて評価
する 2)。 

 
(2) 風向・風速場作成コードMASCON_FEM 

  2次元の風向・風速場について有限要素法を用いて解く。風向・風速場は解析対象領域内におけ
るいくつかの地点で観測された風向・風速を格子点上に補間し、補間値に対して質量保存則を満た

すように調整を行う。 
 
(3) 大気拡散及び被ばく線量評価コードPuff 

  パフモデルによる大気拡散及び被ばく線量評価を行う。このコードでは、地形の影響、プルーム

ライズ、乾性沈着、湿性沈着、放射性核種の崩壊及び子孫核種の生成（1世代のみ）を評価できる。 
 
(4) 食物連鎖解析コードCMPMDL 

  地表に沈着した放射性核種から農作物及び畜産物への移行を評価する。農畜産物への移行は、コ

ンパートメントモデルを解くことによって求める。 
 
 ソースターム評価を行うサブツールを構成する SSTCALは、全体のツールとは切り離して単独で実
行することが可能であるため、独立したソースターム評価コードとしても使用できる。一方、環境影響

評価を行うサブツールは、SSTCALで評価されたソースタームを使用して、preAreaによる評価領域
設定、続いてMASCON_FEMによる風向・風速場作成並びにPuffによる大気拡散及び被ばく線量評
価、最後にCMPMDLによる食物連鎖解析というように一連の計算を実行することができる。各々の
サブツールにおける計算条件設定では、基本的には新規に計算条件を設定するが、過去に設定した計

算条件を読み込むことも可能である。また、CMPMDLについては、「評価する／しない」を選択する
ことにより、食物連鎖解析を「実行する／しない」を選ぶことができる。 
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3.2 使用データ 
 計算対象サイトが設定されると、炉型と許認可出力、事故タイプと事故シナリオは、次に示すデータ

から抽出される。 
⚫ 計算対象施設名、立地地点（緯度経度）、炉型等の情報：plant.csv 

plant.csvに収められている情報を付録 1に示す。 
⚫ 炉型別の事故タイプと事故シナリオ情報：AccidentSequence.csv 
また、MASCON_FEMの計算には、次に示すデータを使用する。 
⚫ 大気安定度と混合層高さの関係：air_stab.dat 
⚫ 観測局情報：.¥dat¥obspointにある csvファイル 

 計算対象に設定可能なサイトは表 3-1に示す 17サイトである。また、各サイトを計算対象とし
た時に使用する気象観測局データファイル名も同表に示した。 
 
 

表 3-1 サイト名と観測局データファイル名一覧 
 

No. サイト名 気象観測局データファイル名 

1 泊 tomari.csv 
2 東通 higashidoori.csv 
3 女川 onagawa.csv 
4 福島第一 fukushima1.csv 
5 福島第二 fukushima2.csv 
6 東海 tokai.csv 
7 柏崎刈羽 kashiwazaki.csv 
8 志賀 shika.csv 
9 敦賀 tsuruga.csv 
10 美浜 mihama.csv 
11 大飯 ooi.csv 
12 高浜 takahama.csv 
13 浜岡 hamaoka.csv 
14 島根 shimane.csv 
15 伊方 ikata.csv 
16 玄海 genkai.csv 
17 川内 sendai.csv 
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3.3 フォルダ構成 
 EXTREMEのフォルダ構成を図 3-2に示す。 
 

 
 

図 3-2 フォルダ構成図 
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ばく線量換算係数データ類

preAreaで使用する
標高データ

MASCON＿FEMで使用する
観測局の緯度経度データ
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「sstcal」については、本図で

はフォルダ名なので、すべて

小文字で表記した。他の部分

ではコード名なので、すべて

大文字で表記した。 
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 図 3-2に示されている「プロジェクト」とは、計算条件や計算結果に対応した一連の計算グループを
表し、計算条件及び計算結果はプロジェクト毎に保存・管理される。すなわち、あるサイト及びプラン

トに対する一連の計算における入力条件及び計算結果は、ユーザーが付けたプロジェクト名のフォル

ダ下に保存・管理される。したがって、プロジェクト名はサイト名やプラント名の他に計算条件などよ

って区別される。 
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44..  EEXXTTRREEMMEEのの起起動動とと解解析析のの流流れれ  
 
 本章では、EXTREMEの起動と終了の方法、プロジェクトの削除方法及び解析の流れについて
説明する。 
 
4.1 起動と終了 
 「スタート」メニューの「プログラム」から「EXTREME」を選択、あるいはデスクトップに作成
された EXTREMEアイコンをダブルクリックすると、図 4-1の EXTREMEの起動画面が起動する。
EXTREMEを終了するには、「終了」ボタンまたは右上に表示される「×」ボタンを押す。 
 

 
 

図 4-1 コードパッケージの起動画面 
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4.2 プロジェクトの削除 
 過去に保存したプロジェクトを削除したい場合は、メイン画面にある「プロジェクトの削除」ボタン

を押す。「プロジェクトの削除」ボタンを押すと、図 4-2の画面が現れる。ここには、メイン画面で選
択されているサイトにおいて、過去に保存したプロジェクト名が表示される。削除したいプロジェク

トにチェックを入れて「削除」ボタンを押すことにより、不要なプロジェクトを削除することができ

る。 
 

 
 

図 4-2 プロジェクトの削除画面 
 
 
4.3 EXTREMEでの解析の流れ 
 EXTREMEを使用することによる解析は、主に「計算準備」、「計算実行」及び「計算結果表示・
保存」の 3つに分かれる。 
 
(1) 「計算準備」では、ソースターム評価、大気拡散評価及び農畜産物評価のそれぞれに対応した
計算条件を設定する。 
 ソースターム評価の計算準備では、評価対象とするサイト及び発電所をリストから選択し、事

故タイプや放出条件、工学安全設備による除去効果条件の情報を設定する。環境影響評価におけ

る大気拡散評価の計算準備では、気象データやソースターム条件の設定を行い、農畜産物評価の
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計算準備では核種及び農畜産物の選択を行う。詳細は第 5.1 節、第 6.1 節及び第 6.2 節に記述さ
れている。 
 
(2) 「計算実行」では設定した条件から、ソースターム評価、大気拡散評価または農畜産物評価を
行う。詳細は第 5.2節及び第 6.3節に記述されている。 
 
(3) 「計算結果表示・保存」では、ソースターム評価、大気拡散評価または農畜産物評価の計算結
果を図表で示す。また、計算結果を、プロジェクト名を付けて保存する。詳細は第 5.3節、第 5.4
節、第 5.5節、第 6.4節、第 6.5節及び第 6.6節に記述されている。 
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55..  ソソーーススタターームム評評価価  
 
5.1 計算条件設定 
 EXTREMEを起動すると、図 5-1の画面が最初に表示される。 
 

 
 

図 5-1 EXTREMEの起動画面 
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 計算条件はサイト毎に行い、ドロップダウンリストから計算対象としたいサイト名を選択する

（図 5-2）。 
 

 
 

図 5-2 計算対象とするサイトの選択 
  

 

リストから、計算

対象サイトを選択

する。 
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 サイトを選択すると自動的に対応する原子炉がドロップダウンリストに表示される（図 5-3）。
計算対象としたい原子炉を選択すると、プラントタイプと炉出力が自動的にテキストボックスに

表示される。 
 なお、選択したサイトが日本のどこに位置するのかは、メイン画面の左側に示される「原子炉

施設の場所」で確認することができる。計算対象の原子炉施設は赤星で、それ以外の原子炉施設

については青四角で表示される。 
 

 
 

図 5-3 計算対象とする原子炉の選択 
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 サイト及び原子炉の設定が完了したら、ソースターム評価枠内の「条件設定」ボタンを押し、

入力設定画面（図 5-4）へ移動する。 
 

 
 

図 5-4 入力情報の設定 
  

新規に計算条件を設定する

場合は、こちらを選択する。 

過去の計算条件を使用する

場合は、こちらを選択する。 
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 新規に計算条件を作成する場合には、何も記入せずに「次へ」のボタンを押す。過去の計算条

件を設定するには「過去の設定条件読み込み」オプションボタンを選択し、「選択」ボタンを押し

て、過去の計算条件プロジェクト名を設定する（図 5-5）。 
 

 

 
図 5-5 過去の計算条件読み込み設定画面 
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 新規の場合はデフォルトとして「代表的な事故を想定」が設定される（図 5-6）。「事故タイプ」、
「事故シーケンス」、「事故タイプの変更」は対応する項目が表示され、各項目は変更できないよう

になっている。また、この後の「放出条件」、「工学的安全設備による除去効果」も対応する値が

表示され、変更できないようになっている。事故タイプ及び事故シーケンスに対応した事故条件

が画面下部に表示される。 
 「代表的な事故を想定」のチェックを解除すると、「事故タイプ」及び「事故シーケンス」のド

ロップダウンリストが選択可能となる。「事故タイプ」の選択によって対応する「事故シーケンス」

の項目は変化する。「事故タイプ」の変更は、「事故タイプ」が「格納容器後期破損」の場合のみに

選択が可能となる。なお、「事故タイプ」として「仮想事故」が選択された場合は、「代表的な事故

を想定」と同様に「放出条件」、「工学的安全設備による除去効果」は対応する値が表示され、変

更できないようになっている。 
 

 
 

図 5-6 事故条件の設定（代表的な事故を想定時の画面） 
 

事故タイプ及び事故シーケ

ンスに対応した事故条件を

表示する。 

漏洩率の参考情報

が表示される。 
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 「事故条件の設定」の後、「次へ」のボタンを押すと、「放出条件の設定」の画面に遷移する（図

5-7）。ここでは「炉外への移行割合」、「放出特性」、「放出継続時間」及び「格納容器へ移行するヨ
ウ素の内訳」を設定する。事故条件で「代表的な事故を想定」または「仮想事故」を選択した時に

はそれぞれの対応する値が表示され、変更できないようになっている。その他の事故条件の時に

は選択が可能となり、「ユーザー入力」が選択されると、表中の値を変更できるようになる。 
 

 
 

図 5-7 放出条件の設定（代表的な事故を想定時の画面） 
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 「放出条件の設定」の後、「次へ」のボタンを押すと、「工学的安全設備による除去効果と計算

条件の設定」の画面が表示される（図 5-8）。工学的安全設備による除去効果として「フィルター
による除去」、「プールスクラビングによる除去（BWRのみ）」、「スプレイによる除去」、「自然沈
着とスプレイの除去率」を設定する。また、PWRの時は「PWRの移行経路」の選択が可能にな
り、「環境への直接放出」または「建屋経由での環境放出（97%建屋経由、3%環境直接放出）」が
選択できる。これらの項目は、事故条件で「代表的な事故を想定」または「仮想事故」を選択した

時にはそれぞれの対応する値が表示され、変更できないようになっている。 
 ソースターム評価の評価時間は「事故開始から 5日間」、「事故開始から 10日間」、「事故開始か
ら 30日間」のいずれかを選択する。 
 

 
 

図 5-8 工学的安全設備による除去効果と計算条件の設定（代表的な事故を想定時の画面） 
  

- 19 -

JAEA-Testing 2025-004



 
 

 ソースターム評価のそれぞれの画面の左側には、評価サイトの情報が表示される。また「核種

データ閲覧」ボタンがあり、このボタンを押すと、評価する核種のデータが閲覧できる（図 5-9）。
閲覧できるデータとしては核種名、放出グループの番号、炉内のインベントリ、半減期、外部被

ばく線量率換算係数（サブマージョンまたは地表面沈着核種による単位空気中濃度または単位地

表面沈着密度当たりの実効線量率）、吸入による線量換算係数（1歳と成人の単位吸入摂取量当た
りの赤色骨髄、甲状腺の等価線量及び実効線量）となっている。 
 

 
 

図 5-9 評価核種データの閲覧 
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5.2 計算実行 
 「計算実行」ボタンを押すと計算が開始される（図 5-10）。計算が終了すると、「計算終了しま
した」というメッセージボックスが表示される。 
 メッセージボックスの「OK」ボタンを押すと、「計算結果表示」ボタン及び「プロジェクトの
保存」ボタンが使用できるようになる。 
 

 
 

図 5-10 ソースターム評価における計算実行の画面 
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5.3 計算結果表示 
 計算終了後に使用できるようになった「計算結果表示」ボタンを押すと、図 5-11に示される画
面が表示される。 
 画面の「計算条件確認」タブでは、計算条件の「概要」や「評価プラント及び事故シーケンス」

等の内容が、テキスト形式で表示される。図 5-11に示されているのは、そのうち「概要」タブの
表示である。 
 

 
 

図 5-11 ソースターム評価の計算結果表示画面（計算条件確認「概要」タブ） 
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 「計算終了時結果（割合）」では、計算終了時における各放出核種グループの存在割合が表形式

で表示される（図 5-12）。 
 

 
 

図 5-12 計算時間終了時結果（割合）の表 
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 「時系列結果（割合）」、「環境放出量（Bq、崩壊なし）」、「環境放出量（Bq、崩壊あり）」及び
「プルーム排出流量」は、それぞれの時系列結果がグラフで表示される（図 5-13）。これらのグラ
フが表示されるタブには、それぞれ「グラフのコピー」ボタン及び「グラフのプロパティ」ボタ

ンがある。 
 

 
 

図 5-13 時系列結果（割合）のグラフ 
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 「グラフのプロパティ」ボタンを押すと、グラフの線やシンボルの種類、XY軸の間隔などをユ
ーザーが自由に設定できる（図 5-14）。 
 

 

 
図 5-14 グラフのプロパティ 
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 「グラフのコピー」ボタンを押すと、表示されているグラフをビットマップ形式でクリップボードに

保存されるため、Word等にグラフの張り付けを行うことができる。 
 また、「核種選択」ボタンを押すと、グラフを参照しながら、大気拡散評価における評価核種の

選択をすることができる（図 5-15）。取り扱うことができる放射性核種を付録 2に示す。 
 

 

 
図 5-15 計算対象核種及び濃度出力核種選択画面 

 
 
 ここで、大気拡散評価における計算対象核種と濃度出力核種を選択することができる。なお、

濃度出力核種は、計算対象核種で選択したものの中から選択する。濃度出力核種は最大 20核種ま
で選択できる。 
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5.4 計算条件及び計算結果の保存 
 「プロジェクトの保存」ボタンを押すと、図 5-16の画面が現れる。プロジェクト名を設定する
テキストボックスに、プロジェクト名を記述して「OK」ボタンを押すと、計算条件及び計算結果
は、記述したプロジェクト名のフォルダ下に保存される。 
 

 
 

図 5-16 計算結果保存画面 
  

計算条件及び計算結果を

保存するプロジェクト名

を記述する。 
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 プロジェクトを保存すると、「次へ」のボタン及び「終了」ボタンが使用できるようになる（図

5-17）。続けて大気拡散評価の計算を行いたい場合には、「次へ」のボタンを押す。大気拡散評価
を行わずに、初めのメイン画面に戻りたい場合は「終了」ボタンを押す。 
 

 
 

図 5-17 計算条件・結果保存画面（プロジェクト保存後） 
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5.5 過去の計算結果の表示 
 初めのメイン画面（図 5-1）におけるソースターム評価枠内の「結果表示」ボタンを押すと、図 5-18
の画面が表示される。この画面において、表示したいプロジェクト名を設定し、「図表表示」ボタンを

押すと、図 5-11に示される画面が表示される。 
 

 
 

図 5-18 ソースターム評価の計算結果表示プロジェクト選択画面 
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6..  環環境境影影響響評評価価  
 
 環境影響評価では、ソースターム評価の結果を使用して大気拡散評価を行い、大気拡散評価か

ら求められた地表面沈着量から農畜産物評価を行う。結果は格子上の平面分布、あるいは地図上

の分布として描画するとともに、分布の数値を表で示す。 
 
6.1 大気拡散評価の条件設定 
 メイン画面（図 5-1）の大気拡散評価枠内の「条件設定」ボタンまたはソースターム計算実行後
の「次へ」のボタンを押すと、図 6-1の画面が起動する。 
 

 
 

図 6-1 大気拡散評価の入力設定画面 
 
 
 新規に入力を作成する場合には、「新規作成」を選択し「次へ」のボタンを押す。過去の計算条

件を読み込む場合には、「過去の設定条件読み込み」を選択し「選択」ボタンを押して、過去の計

算条件プロジェクト名を一覧から選択する。 
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 「次へ」のボタンを押すと、図 6-2 が表示される。評価対象範囲は中心から東方向と北方向の
それぞれの距離と分割数で指定する。評価対象領域の設定値は下部に表示される。 
 

 
 

図 6-2 大気拡散評価の評価対象範囲及び気象データの設定画面 
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 続いて、計算に使用する気象データの入力を行う。「気象データ設定」ボタンを押すと、図 6-3
の画面が起動する。画面の左では観測時間、気温、大気安定度、混合層高さ、降雨率を入力し、右

側では各観測地点の風向・風速を入力する。 
 

 
 

図 6-3 気象データの設定画面 
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 気象データを新規に作成する場合は、観測時間として現在の年月日と時刻が設定される。大気

安定度は A～G が選択可能で、混合層高さは大気安定度の選択によって変化する。なお、混合層
高さはテキストボックスに任意の値を入力することも可能である。気温、混合層高さ及び降雨率

が空白の場合に「OK」ボタンを押すと、図 6-4のようなエラーメッセージ及び表中に「！」が表
示される。 
 

 
 

図 6-4 気温、混合層高さ及び降雨率の設定エラー 
 
 
 風向は 16方位から選択し、風速は値を入力する。欠測の場合は「－」を選択し、ゼロを設定す
る。なお、すべての観測局が「欠測」、風速「0」または「静穏」となった場合は、エラーとなる
（図 6-5）。必ず 1地点は風向・風速を設定する必要がある。 
 

 
 

図 6-5 風向・風速の設定エラー 
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 画面左下の「行追加」ボタンは観測時間とその気象データを追加する時に使用する。一方、「行

削除」ボタンは、観測時間とその気象データを削除する時に使用する。ある観測時間とその気象

データを削除したい時は消去したい行を指定し、「データ削除」ボタンを押す。 
 画面右下の「観測局情報」ボタンを押すと、観測局の緯度・経度及び観測情報を確認すること

ができる（図 6-6）。 
 

 
 

図 6-6 観測局情報画面 
 
 
 評価対象領域及び気象データの設定ができた場合、図 6-2 の画面で「次へ」のボタンを押す。
この時、気象データを設定していない場合には、「気象データが設定されていません」というエラ

ーメッセージが表示される。 
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 続いて、大気拡散評価で使用するソースターム及び評価時間の設定を行う。ソースタームは、

ソースターム評価から引き続いて大気拡散評価を行った場合、自動的に評価したソースタームが

表示される（図 6-7）。ソースタームが設定されていない場合は空欄となっており、その場合は「変
更」ボタンを押して、ソースタームファイルを指定する。また、表示されたソースタームとは異

なったものを指定する場合も同様に指定する。 
 

 
 

図 6-7 大気拡散評価のソースターム及び評価時間の設定画面 
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 図 6-7に示された画面において設定すべき、「ソースターム条件」、「放出時間」及び「評価核種」
について、以下に説明する。 
 
(1) ソースターム条件 
 ソースターム条件枠内にある「変更」ボタンを押して、大気拡散評価に使用するソースターム

データを選択する（図 6-8）。ソースターム評価で計算した結果を使用する時は pufファイルを指
定する。また、ユーザーが用意した CSVファイルも読み込むことができる。 
 

 
 

図 6-8 大気拡散評価のソースタームファイルの指定 
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 この CSVファイルはマイクロソフト社の表計算ソフト Excelを使用して、図 6-9に示すように
作成する。 
 

 
 

1行目：放出猶予時間（min） 
2行目：放出高さ（m） 
3行目：放出口半径（m） 
4行目：空欄 
5行目以降：各ステージの放出継続時間（min）：A列、排気温度（℃）：B列、排気率（m3/s）：
C列、各放出核種グループの放出割合（希ガス：D列、有機ヨウ素：E列、元素状ヨウ素：F列、
粒子状ヨウ素：G列、アルカリ金属：H列、テルル類：I列、Ba/Sr：J列、貴金属：K列、セリ
ウム類：L列及びランタノイド：M列） 

 
 

図 6-9 大気拡散評価で使用するためのソースタームのCSVファイル形式 
 
 
 ソースタームデータが設定されると、データから放出継続時間、放出高さ及び放出口半径を読

み取って、それぞれのテキストボックスに値を表示する。 
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 図 6-7 において「表示」ボタンを押すと、設定したソースタームデータの情報を確認すること
ができる（図 6-10、図 6-11）。 
 

 
 

図 6-10 各核種グループの放出割合（表） 
 
 

 

 
図 6-11 各核種グループの放出割合（グラフ） 
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(2) 放出時間 
 データを新規に作成する場合、放出開始年月日と時刻には、気象データ設定画面で 1 行目に設
定した時間が表示される。過去の計算条件を読み込んだ場合には、過去に設定した値が表示され

る。また、放出開始年月日を設定するテキストボックスの右にあるボタンを押すとカレンダーが

表示される。カレンダー上から放出開始年月日を選択することもできる。 
 放出猶予時間は、設定したソースタームデータに記載されている値が表示される。また、放出

継続時間は、ソースタームデータの 1 番最後の時間ステップが表示される。放出猶予時間及び放
出継続時間は変更もできる。なお、放出継続時間はソースタームのデータ以上の継続時間は入力

できない。 
 
(3) 評価核種 
 「評価核種の選択」ボタンを押すと、計算対象核種と濃度出力核種を設定できる（図 6-12）。濃
度出力核種は、計算対象核種で選択したものの中から選択する。 
 ソースターム評価の結果表示の核種選択画面において、計算対象核種と濃度出力核種を設定し

てある場合には、その情報が反映される。それ以外の場合には、計算対象核種はすべてに、濃度

出力核種は各核種グループにつき 1つにチェックが入った状態が表示される。 
なお、取り扱うことができる放射性核種の情報を付録 2に示す。 

 

 
 

図 6-12 大気拡散評価の計算対象核種及び濃度出力核種の選択画面 
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6.2 農畜産物評価の条件設定 
 大気拡散評価の設定が終わり「次へ」のボタンを押すと、農畜産物評価の設定画面となり、評

価核種、農畜産物の条件、評価期間を設定する（図 6-13）。評価の選択において「評価しない」を
選択するとそれぞれが設定できなくなり、次の計算実行画面の農作物評価に関する「計算実行」

ボタンも押せなくなる。 
 

 
 

図 6-13 農畜産物評価の設定画面 
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 評価の選択において「評価する」を選択すると、評価核種、農畜産物の条件、評価期間が選択

できるようになる。評価核種は大気拡散評価で評価した核種の中で希ガスを除く核種が選択でき

る。チェックして核種の選択を行うと、選択個数は「農畜産物評価核種数」において確認できる

（図 6-14）。 
 

 
 

図 6-14 農畜産物評価の評価核種の選択 
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 農作物として「牧草」、「干草」、「穀物」、「葉菜」、「豆類」、「根菜」及び「果物」が選択でき、家

畜として「牛」が選択できる。また、牛に与える飼料として「牧草」、「干草」、「穀物」及び「豆

類」が選択でき、畜産物として「牛肉」と「牛乳」が選択できる。飼料は選択した農作物によって

表示が変わる。例えば、農作物の中の牧草を選択しなかった場合には、飼料には牧草が表示され

ない（図 6-15）。 
 

 
 

図 6-15 農畜産物評価の飼料の表示 
 
 
 評価期間は「評価期間（年）」と「期間出力数」を入力する。例えば、評価期間 2、期間出力数
2とすると、評価期間出力は 1年と 2年になる。 
 設定が完了した後、「次へ」のボタンを押す。この時、評価核種が全く選択されていない場合、

「農畜産物評価の評価核種が選択されていません」というメッセージが表示される。 
  

選択項目に牧草

が表示されない。 
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6.3 計算実行 
 大気拡散評価及び農畜産物評価の計算条件を設定できた場合、計算の実行に移ることができる

（図 6-16）。始めに、大気拡散評価の計算から行う。計算を行う前に、計算コードに入力する計算
条件のテキストファイルを「条件表示」ボタンを押すことによって表示することができる。表示

されるファイルは preArea.inp、mascon_fem.inp 及び puff.inp となっている。計算は「計算実
行」ボタンを押すことによって始められる。計算が行われている時には、画面下部に計算中のメ

ッセージが表示される（図 6-16）。計算が失敗した場合は失敗のメッセージが表示され、計算が終
了した場合は終了のメッセージが表示される。 
 

 
 

図 6-16 大気拡散評価の計算実行の画面 
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 大気拡散評価を実行できた場合、農畜産物評価が可能になる（図 6-17）。農畜産物評価の計算コ
ードで使用する計算条件のテキストファイルを確認する時には、「条件表示」ボタンを押す。ここ

では plan.inpと soil.datが表示される。「計算実行」ボタンを押すと計算が始まり、計算中のメッ
セージが下部に表示される。計算が失敗した場合は失敗したメッセージが表示され、終了した場

合には終了のメッセージが表示される。 
 

 
 

図 6-17 農畜産物評価の計算実行の画面 
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6.4 計算結果の表示 
 計算結果の表示は、MapInfo®を利用した地図上へ分布を表示する地図表示と、格子上へ分布を
表示する簡易表示がある。始めに結果表示画面を説明し、次に地図表示と簡易表示について説明

する。 
 
6.4.1 計算結果表示の画面 
 環境影響評価の計算実行が終了した後、「計算結果表示」ボタンを押すと、図 6-18 の計算結果
表示の設定画面が表示される。 
 

 
 

図 6-18 計算結果表示の設定画面 
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6.4.2 計算条件の確認 
 画面上部に計算条件が表示され（図 6-19）、表 6-1に示す内容が確認できる。 
 

 
 

図 6-19 計算条件欄の例 
 
 

表 6-1 計算条件欄の例に関する内容説明 
 

項目名 単位 内容 表示例 

サイト名 - 計算したサイトの名称である。 東海第二 
放出日時 - サイトが放出開始した日時を示す。 2011/05/17 10:00 
放出地点（緯度） deg 放出地点の緯度を示す。 36.46267 
放出地点（経度） deg 放出地点の経度を示す。 140.61 
メッシュ数（緯度方向） 個 緯度方向のメッシュ数を示す。 31 
メッシュ数（経度方向） 個 経度方向のメッシュ数を示す。 31 
1メッシュの長さ（緯度方向） m 1メッシュの緯度方向の長さを示す。 1000 
1メッシュの長さ（経度方向） m 1メッシュの経度方向の長さを示す。 1000 

 
 
6.4.3 表示するデータの選択 
 表示する計算結果は、濃度線量分布または風速場から選択する（図 6-20）。両方の選択を外した
場合は選択することを促すメッセージが表示される。 
 

 
 

図 6-20 計算結果を表示するデータの選択欄 

））
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6.4.4 背景地図の設定 
 MapInfo®がインストールされている場合、「背景地図設定」ボタンを押すことができ（図 6-21）、
図 6-22 の地図設定画面が表示される。この画面において、MapInfo®用の背景地図用ワークファ
イル（拡張子.wor）と都道府県テーブルファイル（拡張子.tab）を設定する。 
 

 
 

図 6-21 背景地図設定のボタン 
 
 

 
 

図 6-22 地図設定の画面 
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6.4.5 計算結果の選択 
 「濃度」または「線量」のいずれかから、表示する計算結果の種類を選択する（図 6-23）。この
時、大気拡散評価の結果は「puff濃度」及び「puff線量」と表示され、農畜産物評価の結果は「colina
濃度」と表示される。また、農畜産物評価の結果がない場合には、選択項目に「colina 濃度」は
現れない。 
 

   
 

図 6-23 計算結果選択欄（左：大気拡散評価だけの場合、右：農畜産物評価を含む場合） 
 
 
 図 6-23に表示されている「colina濃度」のCOLINAとは、原子力機構で開発した長期被ばく線量
及びそれに関連する環境影響を評価するための計算コードであり、計算結果の不確かさを検討するた

めにパラメータの地域依存性などを考慮している。計算コード COLINA は、食物連鎖解析コード
（CMPMDL）、長期被ばく線量評価コード（CALCDS）及び被ばく低減対策分析コード（DCRSDS）
から構成され、そのうち支援ツール EXTREMEには CMPMDLが導入されている。「colina濃度」
とは計算コード COLINA で評価された放射性核種の農畜産物中濃度を示す当支援ツール特有の用語
である。 
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6.4.6 データの種類の選択 
 分布を表示できるデータの種類は表 6-2 のものとなる。濃度または線量の選択により、ドロッ
プダウンメニューの内容が図 6-24、図 6-25及び図 6-26のように変化する。 
 
 

表 6-2 表示データの種類一覧 
 

評価 計算結果 データ種類 単位 

大気拡散 

puff濃度 
時間積算空気中地表面濃度 (Bq/m3)*hour 
時間積算地表面沈着濃度 (Bq/m2)*hour 

puff線量 

放射性雲からの外部被ばく線量 mSv 
地表面沈着による外部被ばく線量 mSv 
吸入による内部被ばく線量（１歳児） mSv 
吸入による内部被ばく線量（成人） mSv 

農畜産物 colina濃度 

牧草中濃度 Bq/kg 
飼料中濃度 Bq/kg 
穀物中濃度 Bq/kg 
葉菜中濃度 Bq/kg 
豆類中濃度 Bq/kg 
根菜中濃度 Bq/kg 
果物中濃度 Bq/kg 
牛肉中濃度 Bq/kg 
牛乳中濃度 Bq/L 

 
 

 
 

図 6-24 puff濃度を選択した場合のデータ種類一覧 
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図 6-25 puff線量を選択した場合のデータ種類一覧 
 
 

 
 

図 6-26 colina濃度を選択した場合のデータ種類一覧 
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6.4.7 核種または臓器の選択 
 濃度を選択した場合は表示が核種となり、核種を選択する（図 6-27）。線量を選択した場合は臓
器の選択となり、臓器を選択する（図 6-28）。 
 

 

 
図 6-27 濃度を選択した場合の核種一覧 

 
 

 
 

図 6-28 線量を選択した場合の臓器一覧 
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6.4.8 指標線量超過メッシュの着色 
 指標線量以上のメッシュを着色する機能は、データ選択で線量を選択した場合に使用すること

ができる（図 6-29）。「指標線量超過メッシュの着色」をチェックすると、指標値の設定及び指標
値以上のメッシュの色を設定可能となる。指標値は、ドロップダウンメニューで選択（10、50ま
たは 100 mSv）する他に、直接値を入力することが可能である。 
 

 

 
図 6-29 指標線量超過メッシュの着色設定欄 
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 分布図を表示すると指標線量以上の値を持つメッシュが着色される（図 6-30）。また、人口デー
タが存在する場合には、該当するメッシュに含まれる人口の総数が表示される（図 6-31）。なお、
人口の総数は MapInfo®の機能を利用するため、MapInfo®を利用しない簡易表示では人口の総数
は表示できない。 
 

 

 
図 6-30 指標線量以上のメッシュを着色した例 

 
 

 
 

 
図 6-31 人口表示例 
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6.4.9 レンジ・色の設定 
 平面分布のレンジ数、レンジ幅、基本色及び指標線量以上のメッシュの着色に用いる色の設定

は、図 6-32の画面に表示された 4つの項目によって設定することができる。各項目の設定に関す
る内容説明と設定例を表 6-3に示す。 
 

 
 

図 6-32 平面分布のレンジ・色の設定 
 
 

表 6-3 平面分布のレンジ・色の設定に関する説明 
 

項目 内容 設定例 

レンジ：対数目盛 
チェックした時、レンジ幅を対数目盛にする。

チェックを外すと、線形目盛となる。 
－ 

レンジ：レンジ数（2～14） レンジの数を 2～14の整数で入力する。 7 

レンジ値：自動 
チェックした時、レンジの幅を自動的に求め

る。チェックを外した場合、レンジ値の最小値

と最大値を入力する。 
－ 

レンジ値：最小 
自動のチェックを外した時に、レンジの最小値

を入力する。 
0.000E+00 

レンジ値：最大 
自動のチェックを外した時に、レンジの最大値

を入力する。 
1.000E+07 

指標線量 
指標線量以上の値を持つメッシュを着色する

場合に用いる色を設定する。 
－ 

基本色：最小 レンジの最小の色を設定する。 － 
基本色：最大 レンジの最大の色を設定する。 － 
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6.4.10 風向・風速場の描画設定 
 風速場タブで、色で表すか、風速を矢印の長さで表すかを選択できる（図 6-33）。色を選択した
場合は、色分けのレンジ数（10～100）を設定できる。色は色相環（図 6-34）を用いて自動的に
割り振られる。また、スケール表示のチェックで、矢印スケール（図 6-35）の表示／非表示を切
り替えることができる。風向・風速場の描画例を図 6-36及び図 6-37に示す。 
 

 
 

図 6-33 風速場タブ 
 
 

最小風速     最大風速 

青 水色 緑 黄色 橙 赤 

 
図 6-34 風速表示の色相環の変化 

 
 

 
 

図 6-35 風速の矢印スケール 
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図 6-36 矢印の長さで表した場合の風向・風速場の描画例 
 
 

 
 

図 6-37 色相環による風向・風速場オプションをつけた場合の描画例 
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6.4.11 表示する時間の選択 
 画面下部の「放出日時からの経過時間（分）」（図 6-38）において、表示する経過時間を分単位
（puff濃度及び puff線量）、あるいは時間単位（colina濃度）で切り替えることができる。また、
「＜」を押すと 1 つ前の時間、「＞」を押すと次の時間が表示される。中央のドロップダウンメニ
ューを切り替えることにより、目的の時間を直接表示することもできる（図 6-39）。 
 

 
 

図 6-38 結果を表示する時間設定欄 
 
 

   

      
 

図 6-39 経過時間を切り替えた時の分布表示例 
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6.4.12 地図描画オプション 
 MapInfo®がインストールされている環境では、「地図描画オプション」（図 6-40）により、
MapInfo®を使用するかどうかの切り替えが可能である。「MapInfo 使用」をチェックすると、
MapInfo®を用いて濃度分布図を描画する。チェックを外すと、簡易表示を用いて濃度分布図を描
画する。 
 

 
 

図 6-40 地図描画オプション 
 
 
6.4.13 計算結果の分布表示 
 「平面分布表示」ボタン（図 6-41）を押すと、計算結果の分布が表示される。また、地図表示
では、風向・風速場または指標線量を超えたメッシュの着色を行った場合、GUI画面下部に風向・
風速場データのファイル、最大風速、最小風速、指標線量を超えるメッシュ内に含まれる人口の

総計を表示する（図 6-42）。 
 

 

図 6-41 平面分布表示ボタン 
 
 

 
 

図 6-42 地図表示における風向・風速場及び指標線量の着色を行った場合の情報表示 
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6.4.14 計算結果の数値表示 
 「データ一覧」ボタン（図 6-43）を押すと、計算結果の数値を一覧表示する（図 6-44）。デー
タ一覧は、「放出日時からの経過時間」と連動して時間が変化する。 
 

 

 
図 6-43 データ一覧ボタン 

 
 

 
 

図 6-44 データ一覧表示例 
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6.4.15 計算結果の簡易表示 
 MapInfo®をインストールしていない PC では、簡易表示機能により濃度分布図を表示できる
（図 6-45）。MapInfo®を用いた濃度分布図との違いは以下の通りである。 

(1) 背景地図は描画しない。 
(2) 指標線量超過メッシュは色付けのみ行う。人口の集計は行わない。 
(3) 同心円は、10 km、5 km、3 km、2 km を出力する。変更が必要な場合は「¥lib¥ 

distForCircle.dat」ファイルの内容を修正する。 
(4) 凡例を動かすには、まずマウスカーソルを合わせてクリックして選択状態（青）にする。
その後、マウスを用いて任意の場所までドラッグする。 

 

 

 
図 6-45 簡易表示を用いた計算結果の分布表示例 
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6.5 計算条件及び計算結果の保存 
 環境影響評価において実施した大気拡散評価の計算条件と計算結果及び農畜産物評価の計算結

果を保存する時は、「プロジェクトの保存」ボタンを押す。この操作により、「プロジェクトの保

存」画面が表示される（図 6-46）。この画面において、保存したい名前を「プロジェクト名」に記
述する。既に同じプロジェクト名が存在する場合には、上書き保存するかどうかというメッセー

ジが表示される。 
 

 
 

図 6-46 環境影響評価の保存画面 
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6.6 過去の計算結果の表示 
 過去に計算した環境影響評価の計算結果を表示したい時は、始めのメイン画面における環境影

響評価枠内の「結果表示」ボタンを押すと、図 6-47の画面が表示される。この画面において、表
示したいプロジェクト名を設定し、「図表表示」ボタンを押すと、図 6-18 に示される画面が表示
される。 
 

 

 
図 6-47 環境影響評価の計算結果表示プロジェクト選択画面 
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7.  おおわわりりにに 
 
 原子力緊急事態におけるにオフサイトでの防護措置を判断・決定する際には、刻々と変化する施設

内外の状況及びそれに伴って得られる各種の情報を適切に反映し、放射性核種の大気への放出源情報

（ソースターム）から周辺環境への放射線影響までを迅速かつ一貫して評価することが有用である。

このような目的を達成するために、原子力機構は、原子力緊急事態への対応における専門家支援ツー

ルEXTREMEを開発した。 
 ここでは、簡易なモデルに基づいた支援ツールを開発し、またユーザーが容易に操作できるように

PC ベースの GUI を整備した。専門家支援ツール EXTREME は、簡易ソースターム評価コード
SSTCAL、風向・風速場作成コードMASCON_FEM、大気拡散及び被ばく線量評価コードPuff並び
に食物連鎖解析コード CMPMDL という 4 種類の主たる計算コードから構成されている。この他に、
MASCON_FEM による 2 次元風向・風速場の調節を行う前に、評価対象領域における各格子点の標
高データを作成する評価領域設定コード preAreaがプリプロセッサとして準備されている。 
 EXTREMEの開発により、我が国における原発で事故が発生した場合にソースタームから環境影響
評価まで一貫して評価することが可能になり、ERCや OFC等において意思決定者に対して支援・助
言を行う専門家等が容易かつ迅速に評価を行うことができるようになった。本報告書は、EXTREME
の使用方法について、GUIの構成と計算の流れを中心に使用者マニュアルとして作成したものである。
本支援ツールを利用することにより、原子力緊急事態において防護措置の判断や決定を行う意思決定

者をより効果的に支援できることが期待される。 
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付付録録 22  放放射射性性核核種種一一覧覧  
 
 計算に使用できる核種の一覧を示す。 
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表A-2 計算対象核種と初期炉内インベントリ、半減期データ（1/2） 
 

No. 核種グループ 核種 炉内初期インベントリ 
[Bq/MWt] 半減期 文献 

1 希ガス 

Kr-85 7.03E+12 10.7 y (a) 
Kr-85m 2.96E+14 4.48 h (a) 
Kr-87 5.92E+14 76.3 m (a) 
Kr-88 8.51E+14 2.84 h (a) 
Xe-131m 1.22E+13 11.9 d (a) 
Xe-133 2.11E+15 5.25 d (a) 
Xe-133m 7.40E+13 2.19 d (a) 
Xe-135 4.07E+14 9.09 h (a) 
Xe-138 2.11E+15 14.2 m (a) 

2 有機ヨウ素 

I-131 1.04E+15 8.04 d (a) 
I-132 1.48E+15 2.3  h (a) 
I-133 2.11E+15 20.8 h (a) 
I-134 2.33E+15 52.6 m (a) 
I-135 1.85E+15 6.61 h (a) 

3 元素状ヨウ素 

I-131 1.04E+15 8.04 d (a) 
I-132 1.48E+15 2.3  h (a) 
I-133 2.11E+15 20.8 h (a) 
I-134 2.33E+15 52.6 m (a) 
I-135 1.85E+15 6.61 h (a) 

4 粒子状ヨウ素 

I-131 1.04E+15 8.04 d (a) 
I-132 1.48E+15 2.3  h (a) 
I-133 2.11E+15 20.8 h (a) 
I-134 2.33E+15 52.6 m (a) 
I-135 1.85E+15 6.61 h (a) 

5 アルカリ金属 

Cs-134 9.25E+13 2.06 y (a) 
Cs-136 3.70E+13 13.1 d (a) 
Cs-137 5.92E+13 30  y (a) 
Rb-86 5.53E+11 18.7 d (b) 

6 テルル類 

Te-127 7.89E+13 9.35 h (b) 
Te-127m 1.04E+13 1.09E+02 d (b) 
Te-129 2.72E+14 69.6 m (b) 
Te-129m 6.66E+13 33.6 d (a) 
Te-131m 1.48E+14 30  h (a) 
Te-132 1.48E+15 78.2 h (a) 
Sb-127 7.40E+13 3.85 d (a) 
Sb-129 4.07E+14 4.32 h (a) 

7 Ba/Sr 

Sr-89 1.15E+15 50.5 d (a) 
Sr-90 4.44E+13 29.1 y (a) 
Sr-91 1.37E+15 9.5  h (a) 
Sr-92 1.41E+15 2.71 h (b) 
Ba-139 1.84E+15 82.7 m (b) 
Ba-140 1.96E+15 12.7 d (a) 

文献 (a) NUREG-1228 (1988) の Table 2.2 A1) 
     (b) NUREG/CR-6613, SAND97-0594, Vol.1 (1998) A2) 
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表A-2 計算対象核種と初期炉内インベントリ、半減期データ（2/2） 
 

No. 核種グループ 核種 炉内初期インベントリ 
[Bq/MWt] 半減期 文献 

8 貴金属 

Co-58 9.45E+12 70.8 d (b) 
Co-60 7.22E+12 5.27 y (b) 
Mo-99 1.96E+15 66   h (a) 
Tc-99m 1.54E+15 6.02 h (b) 
Ru-103 1.37E+15 39.3 d (a) 
Ru-105 8.66E+14 4.44 h (b) 
Ru-106 2.96E+14 3.68E+02 d (a) 
Rh-105 6.00E+14 35.4 h (b) 

9 セリウム類 

Ce-141 1.66E+15 32.5 d (b) 
Ce-143 1.61E+15 33   h (b) 
Ce-144 1.04E+15 2.84E+02 d (a) 
Np-239 2.04E+16 2.35 d (a) 
Pu-238 1.07E+12 87.7 y (b) 
Pu-239 2.42E+11 2.41E+04 y (b) 
Pu-240 3.05E+11 6.54E+03 y (b) 
Pu-241 5.14E+13 14.4 y (b) 

10 ランタノイド 

Y-90 6.09E+13 64   h (b) 
Y-91 1.48E+15 58.5 d (a) 
Y-92 1.41E+15 3.54 h (b) 
Y-93 1.60E+15 10.1 h (b) 
Zr-95 1.62E+15 64   d (b) 
Zr-97 1.69E+15 16.9 h (b) 
Nb-95 1.53E+15 35.1 d (b) 
La-140 1.96E+15 40.3 h (a) 
La-141 1.71E+15 3.93 h (b) 
La-142 1.65E+15 92.5 m (b) 
Pr-143 1.58E+15 13.6 d (b) 
Nd-147 7.07E+14 11   d (b) 
Am-241 3.40E+10 4.32E+02 y (b) 
Cm-242 1.30E+13 1.63E+02 d (b) 
Cm-244 7.61E+11 18.1 y (b) 

文献 (a) NUREG-1228 (1988) の Table 2.2 A1) 
     (b) NUREG/CR-6613, SAND97-0594, Vol.1 (1998) A2) 
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